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瀬戸内海初記録のムレハタタテダイ

境　茉耶 1・木下亮平 2・木村祐貴 3

A single specimen of Heniochus diphreutes Jordan, 1903 was 
collected from the Seto Inland Sea, Japan, in 2025. In Japanese 
waters, this species has previously been recorded from Hokkai-
do, Miyagi Prefecture, the Pacific coast from Chiba Prefecture 
to the southern coast of Kyushu, the Izu and Ogasawara islands, 
Yamaguchi and Nagasaki prefectures, and the Koshiki, Osumi, 
and Ryukyu islands. Thus, the present specimen, described here-
in detail, represents the first record of H. diphreutes from the 
Seto Inland Sea.
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 Abstract

ハタタテダイ属 Heniochus Cuvier, 1816は日本国内から

ハタタテダイ H. acuminatus (Linnaeus, 1758)，ミナミハタ

タテダイ H. chrysostomus Cuvier, 1831，ムレハタタテダイ

H. diphreutes Jordan, 1903，オニハタタテダイ H. monoceros 

Cuvier, 1831，シマハタタテダイ H. singularius Smith and Rad-

cliffe, 1911，およびツノハタタテダイ H. varius (Cuvier, 1829)

の 6種が知られ（島田，2013），このうちムレハタタテダイは，

北海道，宮城県，千葉県から九州南岸にかけての太平洋沿

岸，伊豆・小笠原諸島，山口県，長崎県，甑島列島，大隅

諸島，および琉球列島から報告されている（島田，2013; 

Motomura, 2023；根来・宗原，2024; Koreeda and Motomura, 

2025；鈴木ほか，2025；和田ほか，2025）．

2025年 12月 29日に大阪湾で操業していた小型底曳網漁

船によってムレハタタテダイ 1個体が採集された．本標本

は本種の瀬戸内海初記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Pyle and Kosaki (2016)にしたがった．

標本の作製と登録は本村（2009）にしたがった．体各部の

計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mmの精度で行った．

標準体長（standard length）は体長または SLと表記した．

生鮮時の色彩は，固定前に撮影された標本のカラー写真に

基づく．本報告で使用した標本は大阪市立自然史博物館

（OMNH）に登録，保管されている．

Heniochus diphreutes Jordan, 1903

ムレハタタテダイ
（Fig. 1）

標本　OMNH-P 55973，体長 64.1 mm，大阪府泉南郡岬

町沖，水深 42 m，小型底曳網（石げた網），2025年 12月

29日，木下亮平．

記載　背鰭鰭条数 XII, 23；臀鰭鰭条数 III, 17；胸鰭軟

条数 16；腹鰭鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数 54；側線上方横列

鱗数 10；側線下方横列鱗数 24．標準体長に対する各部位

の百分率（% SL）：体高 77.5；体幅 15.8；尾柄高 11.0；背

鰭基底長 77.1；臀鰭基底長 34.4；背鰭前長 52.3；臀鰭前長

77.3；頭長 34.8；眼径 12.1；両眼間隔 11.8；吻長 8.9；腹

鰭棘長 22.9；第 1腹鰭軟条長 39.3；第 1背鰭棘長 3.2；第

2背鰭棘長 5.7；第 3背鰭棘長 11.1；第 4背鰭棘長 187.2；

第 5背鰭棘長 23.8；背鰭最後棘長 16.8；背鰭最後軟条長

7.9；第 1臀鰭棘長 17.0；第 2臀鰭棘長 16.2；第 3臀鰭棘

長 23.6；臀鰭最後軟条長 26.8；胸鰭長 31.7；尾鰭長 30.3．

体は側扁し，体高が長い．体背縁は吻端から背鰭第 4

棘にかけて著しく上昇する．口は小さく端位，吻は突出す

る．眼は円形，眼径は両眼間隔とほぼ同等．鼻孔は 2対．

前鼻孔，後鼻孔は近接し，眼の前縁前方に位置する．前鰓

蓋骨の下縁後部は鋸歯状．両顎前部の歯列は 2列．側線は

完全であり，鰓孔上端より発し，背鰭の棘条部後部下まで

mailto:2533680011d@nara.kindai.ac.jp


Ichthy 66 ǀ 2026 ǀ 31

Sakai et al. — First record of Heniochus diphreutes from the Seto Inland Sea

上方に湾曲した緩やかな曲線を描き，尾柄にかけて著しく

下降し，尾柄で直線になり尾鰭基底まで伸長する．体の全

体が櫛鱗で被われる．背鰭と臀鰭軟条部の基底は鱗で被わ

れる．肛門は背鰭第 10棘起部直下付近に位置する．胸鰭

基底は背鰭第 3棘起部直下付近に位置する．腹鰭基底前端

は胸鰭基底後端の直下付近に位置する．腹鰭軟条は第 1軟

条が最長で，畳んだ際に軟条先端が臀鰭第 4軟条基底に達

する．背鰭起部は鰓孔上端よりやや後方の直上付近に位置

する．背鰭は第 4棘が最長で，著しく伸長する．臀鰭起部

は背鰭の最後棘基底の直下に位置する．臀鰭棘は第 2棘が

最長．臀鰭軟条は第 3軟条が最長で，後方ほど短い．

色彩　生鮮時（Fig. 1）—体の地色は白色で，背鰭第 5

棘直下から尾鰭にかけてはうすく黄色がかる．胸部はやや

黒ずむ．眼を通る黒色横帯は，眼上付近から始まり，眼下

付近で消失する．鰓孔上端直上から背鰭第 4棘基底にかけ

て始まる黒色横帯は腹鰭第 1棘起部から肛門直前に達し，

背鰭第 5棘から第 8棘基底にかけて始まる黒色横帯は臀鰭

第 2軟条基底から臀鰭基底直後に達する．背鰭第 4棘の鰭

膜は白色．胸鰭は黄色みがかった透明．背鰭は背鰭第 1棘

から第 4棘前方まで黒く，第 4棘後方から第 5棘下部が

白い．背鰭第 5棘上部から第 11棘下部までの鰭膜は黒く，

第 11棘から第 4軟条までの鰭膜は大部分が白色で黒く縁

取られる．背鰭軟条基底は白を基調とし，第 1軟条から第

14軟条の下方はうすい黄色．臀鰭第１棘から第 2軟条は

白く，その鰭膜の外縁はやや黒みがかる．臀鰭は第 2軟条

先端から第 8軟条基底より後方が黒色．腹鰭は黒色．尾鰭

は白色．虹彩はうすい黄色で上部と下部は黒ずむ．

分布　本種は紅海を含むインド洋から日本，中国南シ
ナ海，韓国東岸，オーストラリア西岸・東岸，ケルマディッ

ク諸島，ミクロネシア，およびハワイ諸島にかけてのイ

ンド・太平洋の暖海域に広く分布している（Roberts, 1992; 

Myers, 1999; Zuo and Tang, 2011；島田，2013; Lee and Kim, 

2021）．日本国内においては，北海道函館，宮城県志津川湾，

千葉県館山から九州南岸にかけての太平洋沿岸，伊豆・小

笠原諸島，山口県豊浦，長崎県，甑島列島，大隅諸島（種

子島・屋久島・口永良部島），および琉球列島（奄美大島・

加計呂麻島・沖永良部島・与那国島）から報告されている（島

田，2013；木村ほか，2017; Motomura and Harazaki, 2017; 

Koeda and Akita, 2018; Nakae et al., 2018；藤原ほか，2020; 

Motomura, 2023；根来・宗原，2024; Koreeda and Motomura, 

2025；鈴木ほか，2025；和田ほか，2025）．本研究により，

新たに瀬戸内海から記録された．

備考　記載標本は，側線が尾鰭基底まで達すること，
背鰭第 4棘が伸長すること，眼を通る黒色帯が眼の下方ま

でしか達しないことからハタタテダイとムレハタタテダイ

を除くハタタテダイ属他種から識別される（島田，2013）．

さらに，背鰭棘数が 12であること，両顎前部の歯列が 2

列であること，頭部腹面外郭が膨らむこと，臀鰭の黒色域

が最長軟条まで及ぶことが島田（2013）の示したムレハタ

タテダイの特徴と一致したため，本種に同定された．

瀬戸内海で出現が確認された魚類を整理した吉郷

（2018）や大阪湾で実施した小型底曳網調査で得られた魚

類を整理した木村ほか（2022）でも本種は確認されていな

い．また，Koeda et al. (2022)は東京大学総合研究博物館動

物部門所蔵魚類標本（ZUMT）をリスト化し，ムレハタタ

テダイ（ZUMT 20515, 20516, 22042）が和歌山県で確認さ

れたことを報告しているが，採集場所の詳細が示されてい

ない．そのため本標本が本種の瀬戸内海からの確かな記録

である．本種は岩礁やサンゴ礁域に生息することが知られ

ているが（島田，2013），本標本の採集地点周辺が砂泥底

であること（横山・佐野，2015），紀伊水道と大阪湾の接

続部付近であることを踏まえると，太平洋側から偶発的に

大阪湾に出現したと考えるのが妥当であろう．

これまでに瀬戸内海で出現が記録されているハタタテ

ダイ属魚類はハタタテダイのみであった（吉郷，2018）．

しかし，本研究によって新たにムレハタタテダイの出現が

確認された．近年，日本では暖海性魚類の温帯沿岸域にお

ける出現増加や越冬成功が報告されており，その一因とし

て気候変動に伴う冬季の海水温上昇が指摘されている（山

Fig. 1. Fresh specimen of Heniochus diphreutes (OMNH-P 
55973, 64.1 mm SL) from the Seto Inland Sea.
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川ほか，2020）．瀬戸内海においても海水温は 1990年代以

降上昇傾向にあり，特に冬季の水温上昇が顕著であること

が報告されている（樽谷，2007）．これまでに瀬戸内海か

ら本種が報告されていなかったことを鑑みると，現時点で

は本種は瀬戸内海で越冬・再生産を行っていないと考えら

れる．ただし，今後も冬季の高水温化が継続すれば瀬戸内

海での本種の越冬・再生産を促進する可能性がある．瀬戸

内海における生態系の変化を把握するためにも，継続的な

生物モニタリング調査を実施することが望まれる．
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